
令和５年度宮城県農林産物品評会（果実（りんご）部門）開催要領 

 

（目的） 

第１ 果樹生産者の生産意欲の高揚と生産技術の向上を図り、果樹の生産振興に寄与することを目

的として、令和５年度宮城県農林産物品評会（果実（りんご）部門）（以下「品評会」という。）

を開催する。 

 

（主催） 

第２ 宮城県、宮城県園芸協会 

 

（会期及び会場） 

第３ この品評会の会期及び会場は、次のとおりとする。 

期  日 内  容 会  場 

令和 5年 11 月 27 日(月) 搬入・受付 

審査打合せ 

審査 

出品物準備会場 

審査会場 

審査会場 

県庁 10 階 農政部応接室 

県庁 10 階 農政部会議室 

県庁 10 階 農政部会議室 

令和 5年 11 月 28 日(火)から 

令和 5年 11 月 29 日(水)まで 

展示 展示会場 県庁 11 階 県民ロビー 

令和 5年 12 月 19 日(火) 表彰式 表彰式会場 JA ビル宮城 11階大会議室 

 

（出品規程） 

第４ この品評会への出品は、別に定める出品規程による。 

 

（審査） 

第５ この品評会の審査は、別に定める審査方法及び審査基準による。 

 

（表彰） 

第６ 第５の審査により、優秀な出品物生産者に対して宮城県農林産物品評会表彰要領に基づき知

事賞を授与し、これを表彰する。 

２ 次に掲げる基準のいずれかに該当し、かつ経営主の配偶者の貢献度が高いと認められる場合に

あっては夫婦連名で表彰することができる。 

（１）家族経営協定を締結していること。 

（２）推薦書などにおいて経営主の配偶者の作業分担、従事日数などがおおむね５割に達してい

ることが確認できること。 

（３）農業改良普及センター所長による意見書が添付されていること。 

 

（その他） 

第７ この要領に定めるもののほか、必要な事項については別に定める。 



令和５年度宮城県農林産物品評会（果実（りんご）部門）出品規程 

 

第１ 出品物の規格等 

（１）出品物  りんご 

（２）出品資格 出品者が販売を目的として自ら生産したもので、本県産に限る。 

（３）出品規格  ５ｋｇ（ダンボール箱）及び１個（食味確認用）とし、荷造り、包装が県青果物

標準出荷規格によるものとする。 

（４）同一家族の出品と明らかに認定し得るものは、その優秀なもの一点について審査し、その他

のものは参考品として展示する。 

（５）出品物には、別に定める出品票（様式１）に所要の事項を記載し添付する。 

   なお、出品票（様式１）の特記事項の欄には、出品者が特に強調したい事項（省力樹形での

栽培等）を記入する。（審査基準第２の（３）に該当する場合は記載する。） 

（６）出品物を広く県民へＰＲできるよう、ＰＲ用資料の添付（チラシ・注文票等）は自由とし、

出品物とともに並べ、資料を配付できるようにする。 

 

第２ 出品物の申込み 

（１）出品者は最寄りの農業改良普及センターに出品申込みを行う。 

（２）各農業改良普及センターは申込書（様式２）を令和５年１１月１５日（水）までに園芸推進

課園芸振興班に報告する。また、内容に変更が生じた場合は、直ちに園芸推進課園芸振興班に

報告する。 

（３）出品物は、関係機関と協力の上、各農業改良普及センターに集荷する。 

（４）各農業改良普及センターは、出品票（様式１）を作成し、出品物に添付の上、品評会準備会

場に搬入する。 

 

第３ 出品物の搬入 

（１）出品物の品評会準備会場への搬入は、各農業改良普及センターが責任をもって行うものとす

る。 

（２）出品物の搬入は令和５年１１月２７日（月）とし、搬入時間及び搬入経路は、別途通知する。 

（３）受付に際しては、申込書（様式２）を１部作成し、受付係の確認を受ける。 

 

第４ 出品物の取扱い 

（１）出品物の販売は行わず、県内福祉施設等に寄付する。 

（２）出品物のうち、出品者から返却希望があった場合は、農業改良普及センターと協議の上、審

査の後返却を行うものとする。 

 注）出品物の販売は行わないことを出品者に十分な説明をお願いしたい。また、知事賞を授賞し

た出品物は、基本的に展示を予定している。 

 

第５ 出品物の審査 

（１）審査は、以下のとおり実施する。 

  ①審査日程：令和５年１１月２７日（月） 

  ②審査会場：宮城県行政庁舎１０階 農政部会議室 

（２）出品物に対する擬賞は、別に定める。 

（３）出品物で優秀なものに対しては、知事賞を授与する。 

（４）出品者は、出品物の審査を辞し、これを拒み、又は審査決定に対して異議の申立てをするこ

とはできない。 



（５）審査終了後、ただちに審査結果及び表彰式等に関して、各農業改良普及センターに連絡する

ので、各農業改良普及センターは受賞者に連絡し、表彰式への出席の有無を確認の上、令和５

年１２月５日（火）までに園芸推進課園芸振興班まで報告する。 

 

第６ 出品物の展示 

（１）展示は令和５年１１月２８日（火）から２９日（水）まで宮城県行政庁舎１階県民ロビーで

実施する。 

（２）出品物の状態等によっては展示を行わないことがある。 



令和５年度宮城県農林産物品評会（果実（りんご）部門）審査方法及び審査基準 

 

第１ 審査方法 

（１）審査は、別紙審査員による比較審査の方法により行う。 

（２）審査は、慎重に、かつ、公平に行うものとする。 

（３）その他疑義ある場合は、審査員長の指示を受ける。 

 

第２ 審査基準 

（１）審査は、出品規格に合致するものについて行う。 

（２）審査は、以下の視点により行い、特に品種の特性に重点をおく。 

①品種固有の特性を具備するもの 

②形状、大きさが均一なもの。また、色たくの優れたもの 

③病害虫の被害・その他の損傷がないもの 

④食味の良好なもの（糖度計、実食等） 

（３）みやぎの環境にやさしい農産物認証・表示制度で認定を受けている農産物及びエコファーマ

ーの認定を受けている生産者の出品物は、比較審査段階で同レベルの場合、加点要素の１つと

する。 

（４）消費者の視点で外観等を見た場合、おいしさ、新鮮さ、栄養価等につながる特徴が見られる

場合に加点要素の１つとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 審査員名簿 

 所      属 氏 名 

審査員長 宮城県農業・園芸総合研究所 所長 井上 眞弘 

審査員 全国農業協同組合連合会宮城県本部 園芸・生産振興部 次長 衣川 喜博 

〃 宮城県農政部園芸推進課 総括課長補佐 駒井真理子 

〃 宮城県農業・園芸総合研究所花き・果樹部 研究員（チームリーダー） 村上 将孝 

〃 宮城県農業・園芸総合研究所花き・果樹部 研究員 庄子 雅和 

 

 


